
監督指導の終了 送検

再度の立入調査 など

事業場からの報告（是正報告・改善報告など）

行政指導（是正勧告・改善指導・使用停止命令 など）

事業場への立入調査・事情聴取・帳簿の確認 など

監督指導の一般的な流れ

（資料出所）厚生労働省リーフレット「労働基準監督署の役割」を基に作成。上図は一般的な流れを示したものであり、事案により、異なる場合もあります。

監督署が
主体的・計画的に
事業場を選定

労働者からの申告 労働災害の発生

法違反等あり法違反等なし

報告がない

是正・改善が確認できた

是正・改善が確認できない

重大・悪質な
事案に該当

（※）監督指導は、原則として、予告することなく実施しています。
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長時間労働が疑われる監督指導に対する

監督指導結果について

2026（令和8）年12月４日 福井労働局・大野労働基準監督署

監督指導によらない支援

• 労働時間・相談支援班
･･･監督署の職員がお伺いし、労働基準法の疑問等について対応
（指導文書の交付等による行政指導は一切しない）

• 働き方改革推進支援センター
・・・厚生労働省委託事業（社労士会が受託）、監督署の所掌よりも幅広く
労務管理に関する相談に対応

～労働時間・相談支援班とセンターの職員が同時に訪問することも可能です。～
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